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岡田議員は１１日の一般質問で❶認知症の人も家族も安心して暮らしていくために 

❷コロナ禍により浮き彫りになったジェンダー平等について ❸土山公民館の洋式トイ

レ化の実現を ❹｢結婚新生活支援事業｣を導入し新婚世帯の支援を質問。小西喜代次議員

は１４日に、❶新型コロナウイルス感染拡大防止の抜本的対応を ❷コロナ禍のもとで事

業の維持、地域経済を持続可能にする支援策を ❸第二期滋賀県国民健康保険運営方針へ

の対応について ❹より便利な公共交通への改善について、を質問しました。 

 

小
西
喜
代
次
議
員
は
、
①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
市
独
自
の
検
査
体
制

と
と
も
に
、
信
楽
中
央
病
院
で
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の

具
体
化
、
市
立
の
医
療
機
関
、
介
護
施
設
、
福
祉

施
設
、
保
育
園
・
幼
稚
園
、
学
校
な
ど
集
団
感
染

の
リ
ス
ク
が
高
い
施
設
の
職
員
ら
に
定
期
的
な

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
と
と
も
に
、
同
様
の
民
間
施

設
に
も
定
期
検
査
を
働
き
か
け
、
財
政
的
援
助
を

行
う
よ
う
提
案
し
ま
し
た
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
つ
い

て
は 

県
に
お
い
て 

一
元
的
・
総
合
的
に
整
備
さ

れ
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
今
後
と
も
引
き
続
き
要

望
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
、
独
自
の
体
制
を

と
る
考
え
は
な
い
と
の
答
弁
。 

②
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
事
業
の
維
持
、
地
域
経

済
を
持
続
可
能
に
す
る
た
め
の
支
援
策
、
財
源
確

保
策
な
ど
国
へ
の
具
体
的
な
要
望
を
働
き
か
け

る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。
市
内
事
業
者
の
状
態
は

「
予
断
を
許
さ
な
い
状
態
」
で
、
事
業
者
に
必
要

な
支
援
策
を
精
査
す
る
と
の
答
弁
。 

③
国
保
の
県
で
の
統
一
化
に
む
け
た
、
第
二
期

滋
賀
県
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
は
、
そ
も
そ
も

無
理
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
態
に
即
し
た
対
応
方

針
を
県
に
示
す
こ
と
、
国
保
税
の
子
ど
も
の
均
等

割
り
の
軽
減
措
置
を
求
め
ま
し
た
。 

 

④
便
利
な
公
共
交
通
へ
の
改
善
に
む
け
、
年
間

で
３
５
０
万
円
と
さ
れ
る
７５
歳
以
上
の
信
楽
高

原
鐵
道
の
無
料
乗
車
制
度
の
実
証
運
転
、
信
楽
町

の
勅
旨
地
域
や
長
野
区
等
、
コ
ミ
バ
ス
・
コ
ミ
タ

ク
運
行
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
求
め
ま
し
た
。 

職
員
の
年
末
一
時
金
引
き
下
げ 

可
決 

職
員
の
年
末
一
時
金
引
き
下
げ 

可
決 

職
員
の
年
末
一
時
金
引
き
下
げ 

可
決 

11
月
26
日
に
４
会
派
に
よ

る
代
表
質
問
、
９
日
か
ら
14
日

ま
で
議
長
を
除
く
１９
人
全
議

員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し

た
。 日

本
共
産
党
議
員
団
は
こ

れ
ま
で
も
テ
ー
マ
を
分
担
し

て
、
全
員
が
毎
議
会
質
問
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
全
議
員
が
質

問
を
行
う
の
は
近
年
ま
れ
で
、

市
民
の
代
表
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
う
え
で
大
切
で
す
。 

今
議
会
は
、
岩
永
市
長
２
期

目
の
ス
タ
ー
ト
の
議
会
で
も

あ
り
、
所
信
を
質
す
の
は
当
然

で
す
が
、
市
民
と
の
関
係
で
国

政
に
対
す
る
市
長
の
姿
勢
や

新
年
度
予
算
に
対
す
る
考
え

を
質
し
た
の
は
山
岡
光
広
議

員
の
み
で
し
た
。
２
期
目
の

最
初
に
、
市
長
の
政
治
姿
勢

を
問
う
こ
と
は
大
切
な
こ

と
で
す
。 

ま
た
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡

大
が
深
刻
な
事
態
と
な
っ

て
い
る
も
と
で
、
感
染
拡
大

防
止
対
策
を
取
り
上
げ
た

の
は
党
議
員
の
他
は
１
人

だ
け
で
し
た
が
、
今
日
的
に

議
論
を
深
め
る
べ
き
課
題

で
す
。 

幼
・
保
小
中
学
校
再
編
計

画
促
進
の
立
場
か
ら
の
質

問
が
３
人
か
ら
あ
り
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
浮

き
彫
り
に
な
っ
た
の
は
小

人
数
学
級
、
小
規
模
校
の
役

割
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

政
府
は
２
割
負
担
の
導
入
を
「
現
役
世

代
の
負
担
軽
減
の
た
め
と
説
明
し
て
い
ま

す
が
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
導
入
し

た
際
、
高
齢
者
の
医
療
費
の
う
ち
４５
％
が

国
庫
負
担
だ
っ
た
も
の
を
３５
％
に
切
り

下
げ
、
そ
れ
を
現
役
世
代
に
肩
代
わ
り
さ

せ
る
と
と
も
に
高
齢
者
自
身
の
負
担
に
転

換
す
る
仕
掛
け
を
つ
く
っ
た
の
が
、「
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
で
す
。 

今
の
窓
口
負
担
で
も
受
診
控
え
で
の
手

遅
れ
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

１
割
負
担
を
維
持
す
る
の
に
必
要
な
国

費
負
担
は
８
８
０
億
円
で
、
政
治
の
姿
勢

一
つ
で
財
源
は
つ
く
れ
る
金
額
で
、
現
役

世
代
の
年
間
負
担
減
は
８
０
０
円
で
す
。 

すすむ受診控え、撤回の声を大きく 

 

岡
田
重
美
議
員
は
、
①
認
知
症
の
人
も
家
族
も

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、
②
コ
ロ
ナ
禍

で
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会

へ
の
課
題
に
つ
い
て
、
③
土
山
公
民
館
の
洋
式
ト

イ
レ
化
の
実
現
を
、
④
「
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
」

を
導
入
し
、
新
婚
世
帯
の
支
援
を
、
の
４
項
目
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。 

 

認
知
症
は
誰
も
が
な
る
可
能
性
の
あ
る
病
気

で
あ
り
、
進
行
す
る
と
生
活
に
支
障
が
生
じ
る
こ

と
か
ら
、
認
知
症
の
理
解
を
広
げ
る
必
要
性
、
物

忘
れ
健
診
の
実
施
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
体

制
強
化
な
ど
に
つ
い
て
問
い
ま
し
た
。
市
内
に
整

備
さ
れ
て
い
る
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
、
認

知
症
サ
ポ
ー
ト
医
、
認
知
症
相
談
医
な
ど
に
つ
い

て
周
知
し
て
い
く
と
の
こ
と
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
利
用
料
補
助
の
実
施
も
求
め
ま
し
た
が
、

今
後
考
え
て
い
く
と
の
答
弁
で
し
た
。 

 

医
療
や
介
護
の
現
場
は
比
較
的
女
性
が
多
い

で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
危
機
的
状
況
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
社
会
的
ま
た
専
門
性
に
ふ
さ
わ
し

い
処
遇
の
保
障
、
Ｄ
Ｖ
の
相
談
窓
口
の
周
知
、
充

実
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。 

 

以
前
の
質
問
時
、
改
修
に
着
手
す
る
と
答
弁
が

あ
っ
た
も
の
の
、
実
施
に
至
っ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
再
度
、
洋
式
ト
イ
レ
化
の
実
現
を
と
質
し
ま

し
た
。
早
急
に
整
備
を
進
め
る
と
の
こ
と
。 

 

国
の
支
援
事
業
を
活
用
し
、
結
婚
に
伴
う
負
担

軽
減
を
す
べ
き
と
問
い
ま
し
た
。
事
業
の
内
容
を

み
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。 


